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(54)【発明の名称】 塩素濃度検出装置を持った内視鏡洗浄装置

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  内視鏡洗浄装置の酸性水からなる消毒水の消
毒能力を洗浄中肉眼で確認しようとする。
【解決手段】  電解槽１に食塩を添加した水を満たし、
洗浄器３の洗浄パイプに電解槽１の＋側から供給パイプ
２を経てアルカリ水、酸性水からなる洗浄消毒液を送り
込んだ後、水で洗浄し、洗浄パイプ内を空気乾燥する内
視鏡洗浄消毒装置において、供給パイプ２に酸性水のた
めの塩素濃度検出装置１０を設けるか、あるいは、オー
バーフロープレート１２を酸性水が越える前の溢流部１
３において、塩素濃度を検出する内視鏡洗浄装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】電解槽１に食塩を添加した水を満たし、洗
浄器３の洗浄パイプ３ｐに電解槽１の＋側から供給パイ
プ２を経てアルカリ水、酸性水からなる洗浄消毒液を送
り込んだ後、水で洗浄し、洗浄パイプ３ｐ内を空気乾燥
する内視鏡洗浄消毒装置において、供給パイプ２に酸性
水のための塩素濃度検出装置１０を設けるか、あるい
は、オーバーフロープレート１２を酸性水が越える前の
溢流部１３において、塩素濃度を検出する内視鏡洗浄装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】アルカリ水、酸性水からなる
洗浄消毒液を送り込んだ後、水で洗浄する内視鏡洗浄装
置。
【０００２】
【従来技術】従来の内視鏡洗浄装置において、その酸性
水からなる消毒水の消毒能力は塩素濃度の大小によるも
のと、ほぼ断定されている。ところが、従来はｐｈを測
定している。。しかしながら、従来の内視鏡洗浄装置に*
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*おいては、洗浄水の塩素濃度が測定されていないため、
実際の消毒能力を判断できなかった
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡洗浄装置の酸性
水からなる消毒水の消毒能力を洗浄中肉眼で確認しよう
とする。
【０００４】
【技術的手段】洗浄器３の洗浄パイプ３ｐに電解槽１か
ら供給パイプ２を経てアルカリ水、酸性水からなる消毒
液を送り込んだ後、水で洗浄する洗浄消毒装置におい
て、供給パイプ２に酸性水のための塩素濃度検出装置１
０を設けるか、あるいは、オーバーフロープレート１２
を越す前の溢流部１３において、酸性水のの塩素濃度を
検出する内視鏡洗浄装置。
【０００５】
【発明の効果】酸性水からなる洗浄水の消毒能力を確認
しながら、内視鏡の洗浄を行うことができる。
【０００６】
【発明の実施の態様】以下、本発明の実施の態様につい
て説明する。

  図１～２において、
  １：電解槽        ２：酸性水、アルカリ水供給切り替えバルブ：
  酸性水、アルカリ水の切り替えバルブ        ２ａ：酸性水用パイプ
  ２ｂ：アルカリ水用パイプ          ２ｃ：接続パイプ
  ３：洗浄器      ３ｐ：洗浄パイプ      ４：送水管    ５：吸引ボックス

      ６：コネクター        ７：内視鏡
  ｖ１：サンプル量調整弁                ｖ２：サンプル貯溜弁
  ８ａ：サンプル貯溜槽        ８ｂ：サンプル貯溜室        ８ｂ：サンプ
ル
  ９：隔膜      １０：塩素濃度検出装置          １１：軟性ケーブル．
  １２：オーバーフロープレート              １３：溢流部
  １４：溢流部とつながるケーブル１１の挿通孔        １５：クロル試験紙

【０００７】以下、その作用について説明する。電解槽
１の＋側で生成された酸性水、アルカリ水は、供給パイ
プ２を経て、洗浄器３の洗浄パイプ３ｐ軟性部ケーブル
１１内外に供給される。消毒水は、挿通孔１４を通って
溢流部１３に達し、オーバーフロープレート１２をオー
バーフローして、排水パイプ１３ａから排水される。そ
して、最後に水道水から水が洗浄のために、パイプ３ｐ
に送られる。バイプ３ｐ内は、吸引ボックス５から空気
が吸引され、乾燥される。洗浄パイプ３ｐ内の水は排水
パイプ３ｐａで排水される。
ａ：まづ、アルカリ水をアルカリ水用パイプ２ｂ，接続
パイプ２ｃを経て予備洗浄する。                    
                                        ｂ：次に、
酸性水を切り替えバルブｖ１を経て酸性水用パイプ２ａ
から、接続パイプ２ｃにより、洗浄器３の洗浄パイプ３
ｐに送り込み、軟性ケーブル１１の内外を洗浄する。隔
膜９が存在するとして＋側においては、次のような平衡
関係が成立するものと想定される。

そして、＋側の塩素濃度、あるいは、ＨＣＬＯ中の塩素
濃度を測定することにより、消毒水の効果を推定するこ
とが可能とである。なぜならば、塩素の濃度と、次亜塩
素酸の生成量が比例するものと考えられるからである。
そして、普通には、比色法による塩素濃度の定量検出が
行われる。給パイプ２には、切り替えバルブ２  ｖが備
えられ、酸性液は、素濃度検出装置１０に導かれ、その
塩素濃度が検出される。ただし、塩素濃度の検出は、酸
性水が、通過孔１４を通ってオーバーフロープレート１
２を越える前の溢流部１３で行ってもよい。図２におい
て、供給パイプ２を流れてきた酸性水は、切り替えバル
ブ２ｖを経てアルカリ水、酸性水、水の順序に、サンプ
ル貯溜室８に導入される。。そのうち、サンプル貯溜室
８内の酸性水は、クロル試験紙１５により、その濃度が
検出される。貯留室８内の酸性水は、サンプル貯留弁ｖ
２を解放して供給パイプ２に還流される。なお、アルカ
リ水が、酸性水の消毒力を阻害するのを防ぐため、、ア
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ルカリ水を予め洗い落とす。あるいは、酸性水がオーバ
ーフローパイプ１２を越える前の溢流部１３で行っても
よい。また、塩素濃度の検出は、前記したクロル試験紙
を用いた比色法によらなくてもよい。たとえば、電極法
によっても検出できる。
ｃ：次に、水道水から水を洗浄パイプ３ｐに導き、洗浄
する。
ｄ：最後に、吸引ボックス５から空気を吸引し、軟性ケ
ーブル１１内を乾燥する。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施態様における洗浄器３の関連構造を示す。
【図２】電解槽１と、洗浄槽３の関連構造を示す。
【図３】塩素濃度検出装置１０部分の詳細図。、
【符号の説明】
１：電解槽        ２：切り替えバルブ        ２ａ：

4
酸性水用パイプ
２ｂ：アルカリ水用パイプ        ２ｃ：接続パイプ  
          ３：洗浄槽
３ｐ：洗浄パイプ      ４：送水管      ５：ボックス
ボックス
６：コネクター              ７：内視鏡
８ａ：サンプル貯溜槽      ８ｂ：サンプル流路
９：隔膜          １０：塩素濃度検出装置        １
１：軟性ケーブル．
１２：オーバーフロープ  レート              １３：
溢流部
１４：軟性ケーブル１１の通過孔              ｖ１：
サンプル量調整弁
ｖ２：サンプル貯溜弁

【図１】 【図３】
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摘要(译)

（带更正） 要解决的问题：在清洁过程中，用肉眼确认消毒内窥镜清洁
设备的酸性水组成的水的消毒能力。 解决方案：电解池1充满盐水，然
后将由碱性水和酸性水组成的清洁消毒溶液从电解池1的+侧通过供水管2
输送到清洁装置3的清洁管中。 在用水清洗并风干清洗管的内部的内窥
镜清洗/消毒设备中，在供给管2上设置有用于酸性水的氯浓度检测装置
10，或者在溢流板12被酸性水淹没之前。 内窥镜清洁装置，用于检测溢
流部（13）中的氯浓度。
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